
ご入稿前に必ずご確認ください
当店では、生成AI画像のご入稿自体は可能ですが、
以下の内容をご理解・ご了承いただいた上でお受けしております。

生成AI画像は、印刷時に画質の低下や細部の再現不足が生じる場合があることを理解しました。
画像内の文字・ロゴ・イラストを含め、細部まで確認し、この画像で製作を進めることに同意します。
著作権・商標権・肖像権など、権利関係について確認済みです。

画面上ではきれいでも
印刷すると仕上がりが
異なる場合があります

生成AI画像

すべてご確認･ご了承いただいたものとして製作を進めさせていただきます

画像サイズ・解像度について
生成AI画像は大判印刷を前提としたデータ作成には不向きです。
印刷サイズに対して画像が小さい場合は、以下のような仕上がりになる可能性があります。

著作権・商標権等について
生成AI画像の商用利用・使用用途等の利用範囲や、著作権・商標権・肖像権等に関する責任は、
お客様ご自身にてご確認・ご判断をお願いいたします。

生成AI画像のトレースについて
当店では、生成AI画像を忠実に再現するためのトレース（ベクターデータ化）は承っておりません。
簡単なイラストや図形などは、別途トレース費用をいただきデータ化が可能な場合があります。
しかし、生成AI画像の多くは、細かな装飾や複雑な模様、繊細な質感などが数多く含まれており、
それらを忠実に再現することは非常に困難です。
また、再現するためには膨大な作業時間を要するため、忠実なトレースはお受けしておりません。

生成AI画像の部分修正について
当店では、生成AI画像の一部分のみを違和感なく修正する作業は承っておりません。

文字・ロゴ・イラストについて
生成AI画像に含まれる文字やロゴ、イラストは、正確に再現されていない場合があります。
ご入稿前に必ず内容をご確認ください。

例

企業ロゴなど正確な再現が必要なものは、正式なデータをご支給ください。

イラストの細部の違和感ロゴやマークの変形
文字の形の崩れ意味のない文字列誤字・脱字

※AIに実寸での作成を指示した場合でも同様です。

粗く見える細部がつぶれる画像がぼやける

「この文字だけ変更してほしい」
「手だけ自然に直してほしい」

「背景の一部だけ変更してほしい」
「一部分だけ消してほしい」　といったご依頼は、

元データが存在しないため、一部分だけを自然に変更することが難しい場合があります。

修正をご希望の場合は、新たに画像をご用意いただくか、デザインをイチから作り直す必要がございます。
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印刷品質について詳しく

AIを活用して高品質に印刷する方法

画面では気にならなくても、印刷するとAI特有の違和感が目立つ場合があります。

文字は、画質の影響を最も受けやすい部分です。背景や写真などの素材を個別に生成・入稿いただき、文字は
当店で最後に配置することで、読みやすく高品質な印刷物に仕上がります。

解像度不足による
ぼやけ

輪郭がぼやけて、全体が
かすんで見えます。

＊各素材自体が生成AI画像であるため、元画像以上の画質向上や細部の再現を保証するものではありません。
＊ご支給いただく画像データを使用する場合でも、デザイン作業が必要となるため、デザイン費用は別途発生いたします。

《イメージ》

細部の再現不足

細かい装飾や模様がつぶれ
ディテールが失われます。

《イメージ》

ノイズ・ざらつき

滑らかなグラデーションが
ザラついた質感になります。

《イメージ》

不自然な境界線

境界部分にギザつきや白フチ
が出ることがあります。

《イメージ》

手などの身体の
違和感

指の本数や身体のパーツが
不自然なものがあります。

《イメージ》
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写真･イラスト素材

それぞれ単体で生成した画像をご用意ください 当店にてデザインを組み立てます

（人物･商品など）

背景素材 装飾素材
（風景･柄など） （吹き出し･あしらいなど）

その他注意事項
色味について（RGBとCMYKの違い）

特に鮮やかな青･緑･赤･紫は、印刷ではくすんだ色味に変わりやすくなります。

生成AI画像は一般的にRGBカラーで作成されますが、印刷は
CMYKカラーで行います。そのため、画面で見た色味と印刷後
の色味が異なる場合があります。

塗り足しについて
AIは、印刷に必要な塗り足し作成が得意ではありません。
そのため、印刷時に意図しない余白が生じたり、端の一部が
切れてしまう場合があります。

※塗り足しや内側の逃がし範囲は製作物によって
　異なります。詳細はお問合せください。

断裁ズレによってこのような
仕上がりになってしまうことがある

画面で見る生成画像 印刷後の生成画像
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ここまで塗り足しが必要

文字や切れてほしくないものは
この範囲に収める

仕上がりサイズ例


